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地震に関連する電離圏擾乱発生起因解明のための小型大気電場測定装置
の開発

Development of small-size field mill for detecting pre-seismic atmospheric
electric field variation
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地震に関連する電離圏擾乱の発生メカニズムとして地震前に準静的な大気電場変動の存在が指摘
されている。しかしながらモデル計算で予想されたようなkV/mスケールの大気電場の変動は
Kamogawaら(TAO, 2004)が行った台湾での観測では地震関連電離圏擾乱時には発見されなかっ
た。従って、もし存在するのならば数十V/m程度の変動であろうと現在考えられている。通常、
このような強度変化は全地球規模で同時変化するGlobal electrical circuit的変動と同程度である。
また大気電場の広域的な同時変化は全球規模でなくとも生じるため、観測された変動が地震先行
なのかそうでないのかを判断するためには地震先行現象検知する上では少なくとも相当数の多点
観測をする必要があり、他のノイズ要因が多い大気電場観測においては商用電源が確保されてい
ない地域などでの観測も求められる。故に、長期観測ができる安定性がありバッテリー駆動など
の商用電源を用いる事なく動作する大気電場観測機器が必要とされる。そのため我々はこれらの
要求に耐え得るようなデータロガー内蔵の小型型フィールドミルを開発した。発表では装置の性
能および観測例を示す。
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